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第１章 プログラム全体概要 
 
 
１．全体概要 
 
Ａ-１．屋内系騒音計算 
  
 物 件 管 理         （max99件） 
 
 
 系 統 管 理         （max999系統） 
 
 
 デ ー タ 入 力          

１．許容値・計算範囲の設定  
２．受音室吸音率の計算  
３．ダクト系騒音計算 
４．隔壁遮音系騒音計算 
５．設置機器系騒音計算 
６．外壁透過系外部騒音計算 
７．クロストーク系騒音計算 
８．騒音計算総合チェック表 
９．騒音計算印刷出力 

 演 算 出 力          
 
 
 
Ａ-２．屋外系騒音計算 
  
 物 件 管 理          （max99件） 
 
 
 系 統 管 理          （max999系統） 
 
 
 デ ー タ 入 力          

１．許容値・計算範囲の設定 
２．屋外設置機器系騒音計算 
３．遮音系騒音計算 
４．ガラリー系騒音計算 
５．屋外系騒音計算総合チェック表 
６．屋外系印刷出力 
 

 演 算 出 力          
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Ｂ．マスターデータメンテナンス 
 
 １．室内許容騒音 （登録 70） 
 ２．建築材料吸音率 （登録 240） 
 ３．室平均吸音率 （登録 20） 
 ４．建築材料透過損失 （登録 200） 
 ５．消音装置減音量（建設省） （登録 100） 
 ６．チャンバー内貼消音材（残響室法） （登録 10） 
 ７．屋外騒音規制値 （登録 20） 
 ８．ダクト内貼消音材（垂直入射） （登録 10） 
１１．マスターデータ印刷 

 
 
 
２．各種ファイルについて 
 

2-1. プログラム(¥Tdc_w¥Ncr) 
 
Nｃr.exe プログラムファイル 
Fileset.dat ランダムファイル管理用ファイル 

 
2-2. 物件データ(¥Tdc_w¥Ncr¥Project) 
 

Bname .dt 物件名称 
Duct*** .dt 入力系統データ 
Keisan_* .dt 各種計算条件登録用のデータ 
NcrA_*** .dt 屋内系騒音計算 系統データ（001～999） 
NcrA_kq* .dt 屋内系騒音計算 系統出力条件データ 
NcrB_*** .dt 屋外系騒音計算 系統データ（001～999） 
NcrB_kq* .dt 屋外系騒音計算 系統出力条件データ    
Kaisha .dt 表紙の出力用データ 

 
2-3. マスターデータ(¥Tdc_w¥Ncr¥Masdt) 
 

Aa .dt 建築材料吸音率 
Bb .dt 建築材料遮音透過損失 
Mncr_1 .dt １.室内許容騒音 
Mncr_2 .dt ２.建築材料吸音率 
Mncr_3 .dt ３.室平均吸音率 
Mncr_4 .dt ４.建築材料遮音透過損失 
Mncr_5 .dt ５.建設省消音装置 
Mncr_6 .dt ダクト部材・入力値範囲 (建設省) 
Mncr_7 .dt 流体の登録名称 
Mncr_8 .dt 流体粘度・登録数値 
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2-4. ワークファイル(¥Tdc_w¥Ncr¥Work) 
 

Ctrl .dt   作業中の各種変数 
Ctrl_Kub .dt   作業中の各種変数 
Ctrl_mas .dt   作業中の各種変数 
Ctrl_Mnu .dt   作業中の各種変数 
Ctrl_mpr .dt   作業中の各種変数 
Drvset .dt   ディレクトリ設定 
Mpr_ 0 .dt   作業中の各種変数 
NcrA_Pr** .dt   作業中の各種変数 
Npr_* .dt   作業中の各種変数 
Npr_Pr .dt   作業中の各種変数 
Npr_WK .dt   作業中の各種変数 
Ptp_x .dt   作業中の各種変数 
Ptp* .dt   作業中の各種変数 

 
 
３．プログラムの基本動作 

 
 本プログラムに共通な基本動作を説明します。ウィンドウズプログラムの操作が初めての方は
お読み下さい。 
 
3-0. マウスの操作について 
 マウスにはボタンが２個と、底面から見えるボール１個を使用して、以下の動作を行うこと
ができます。 
 
「クリック」 
 マウスについているどちらかのボタンを、押して、離す動作を１度行うことを指します。
左右とも役割が決まっています。 

 
・左ボタン 
 選択項目を指定、決定を行う場合使用します。 
 クリックやドラッグ、ダブルクリックなどは、たいていこのボタンを使用します。 

 
・右ボタン 
 たいていは、実行しようとする作業を中止する場合に使用します。使用しなくても、
当プログラムでの作業に問題はありません。 

 
「ドラッグ＆ドロップ」 
 指定したアイコンなどを、別の位置に移動させる動作を指します。 

 
（例）アイコンを移動させる場合 

 マウスカーソルがアイコンの上にある時、マウスの左ボタンを押したままで、マ
ウスを移動させた後にボタンから手を離すと、手を離した位置にアイコンが移動し
ます。 
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「ダブルクリック」 
 マウスについている左ボタンを、押して、離す動作を２度連続して行うことを指します。 
 この動作によって、アプリケーションを起動させることができます。  

 
 
 

3-1. メニューの選択 
 コマンドボタンをクリックするか、コマンドボタンのタイトルが太字になっているフォーカ
ス（カーソル）がありますので、上下にカーソルを移動させ、CRキーを押します。 
 
 
 

3-2. グリッドの選択 
 グリッドの項目を選択する場合に、グリッドを直接クリックするか、カーソルを移動させ、
CRキーを押します。 
 
フォーカスの有る項目のみ色が異なります。 
 
 

3-3. 名称、数値等の入力 
 入力枠をクリックすると、カーソルが“｜”で表示されますので、文字は全角または半角、
数値は半角で入力します。 
 
※ 数値入力時に、あらかじめ設定された数値の範囲外を入力すると、入力エラーメッセージ
が画面に表示されます。確認ボタンを押して再入力して下さい。 

 
 
 

3-4.チェックボックスの選択 
チェックボックスの枠を一度クリックすれば、（“レ”）マーク、もう一度クリックすれば、元
のマーク（“□”）に戻ります。 
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第２章第２章第２章第２章    起動メニューと物件選択起動メニューと物件選択起動メニューと物件選択起動メニューと物件選択 
 
１．起動メニュー 
 
 ＴＤＣ技術計算プログラム（図 2-1）の騒
音計算プログラムを選択すると起動メニュー
（図 2-2）が表示されます。 
（エクスプローラで¥tdc_w¥Ncr の Ncr.exe
をダブルクリックすることにより同様に起動
させることができます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
騒音計算プログラムは 
 
 『Ａ．騒 音 計 算』 
 『Ｂ．ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ』 
 『Ｃ．ｼｽﾃﾑﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰ』 
 『  終 了  』 
 
からなっています。 

 
 
 
 
 
 
《入力操作》 

・「Ａ．騒音計算」･････････････ 騒音計算を行なう場合 
・「Ｂ．ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ」･･･････ マスターデータメンテナンスを行なう場合 
・「Ｃ．ｼｽﾃﾑﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰ」･････････ ドライブの変更、印刷環境の設定を行なう場合 
・「 終 了 」･･････････････････ 騒音計算プログラムを終了する場合 

 
 メニューの下に使用するプログラムと物件データがあるフォルダが表示されております。使
用するプログラムおよび物件データのドライブを変更したい場合は［Ｃ．システムユーティリ
ティ］の［ドライブ環境設定］で変更ができます。 
 本プログラムのフォルダは下記名称で作動します。 

 プログラム ¥tdc_w¥Ncr 
 物件データ ¥tdc_w¥Ncr¥project 
 図の例はプログラム・物件データともＡドライブを指定した場合を示しています（ただし、
物件データをフロッピーで行なう場合は物件データのフォルダ名称は¥projectとなります）。 

図図図図 2 - 1 

図図図図 2 - 2 
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 フロッピードライブがＡドライブと仮定しますと、物件データは A:¥project とフォルダ設
定内容を設定します。 

 
 
２．物件データの選択 

 
［起動メニュー］で『Ａ．騒音計算』を選択
すると［１．物件管理］（図 2-3）が表示され
ます。 
１）．物件管理は 
 『１．新規作成』 
 『２．更新』 
 『３．削除』 
 『４．複写』 
 『５．終了』 
からなっています。 

 
 
 
 
《入力操作》 

・［１．新規作成］･････·新規に物件を入力する場合 
・［２．更新］･････････·すでに入力済み物件データを更新あるいは印刷などする場合 
・［３．削除］･････････·物件を削除する場合 
・［４．複写］･････････·入力済み物件を複写して新しい物件として追加登録する場合 
 

［新規作成］ 
・物件 No.は自動的に設定されます。 
・物件名称、設計番号を入力します。 
・管理番号は入力する必要はありません。 

 
［更新］ 

・リストから更新したい物件を選択します。 
・物件名称、設計番号は変更できます。 

 
［削除］ 

・リストから削除したい物件を選択します。 
・確認のメッセージボックスが表示されますので削除する場合は“ＯＫ”ボタンをク
リックします。削除したくない場合は“キャンセル”ボタンをクリックします。 

 
［複写］ 

・リストから複写したい物件を選択します。 
・物件名称、設計番号は変更できます。 

 
［終了］ 

・起動メニューに戻ります。 
 

図図図図 2 - 3 
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３．物件データの入出力 
 
［１．物件管理］の『１．新規作成』あるい
は『２．更新』を選択した場合、［Ａ１．物件
管理］（図 2-4）が表示されます。 
 
・ 物件名称、物件番号を入力します。 

 
『ＯＫ』 
・ ［Ａ２．入出力選択］（図 2-5）が表示
されます。 

 
『中止』 
・ ［１．物件管理］（図 2-3）へ戻りま
す。 

 
 
 

 
Ａ．入出力選択は 
 
 『１．屋内系騒音計算データ入出力』 
 『２．屋外系騒音計算データ入出力』 
 『３．終了』 
 
からなっています。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図 2 - 4 

図図図図 2 - 5 



- 8 - 

第３章第３章第３章第３章 データの作成データの作成データの作成データの作成 
 
Ａ．屋内系騒音計算データの入力 
 
［Ａ．入出力選択］（図 3-1）で『１．屋内系
騒音計算データ入出力』を選択すると［室内
系騒音計算系統選択物件］（図 3-2）が表示さ
れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［室内系騒音計算系統選択物件名称入力］
は、 
 
 『１．新規作成』 
 『２．新規（複写）』 
 『３．新規（途中追加）』 
 『４．新規（複写＋追加）』 
 『５．更新』 
 『６．削除』 
 『７．組替』 
 『８．終了』 
 
からなっています。 
 
 
《入力操作》 
・「１．新規作成」･･････････·新規に受音室を入力する場合 
・「２．新規（複写）」･･･････·入力済み受音室を複写して新しい受音室として追加登録する

場合 
・「３．新規（途中追加）」･･･·入力済みデータの途中に新しい受音室を追加する場合 
・「４．新規（複写+追加）」･･·入力済みデータを複写して途中に新しい受音室を追加する場

合 
・「５．更新」･･････････････·入力済み受音室データを更新あるいは印刷などする場合 
・「６．削除」･･････････････·入力済み受音室データを削除する場合 
・「７．組替」･･････････････·複数の入力済み受音室データを並び替えする場合 

 

図図図図 3 - 6

図図図図 3 - 7 
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［室内系騒音計算系統選択物件名称入力］の
『１．新規作成』～『５．更新』を選択した
場合［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
3）が表示されます。 
 
室内系騒音計算総合メニューは 
 
 『 １．許容値．計算範囲の設定』 
 『 ２．受音室吸音率計算』 
 『 ３．ダクト系騒音計算』 
 『 ４．隔壁遮音系騒音計算』 
 『 ５．設置機器系騒音計算更新』 
 『 ６．外壁透過系外部騒音計算』 
 『 ７．クロストーク系騒音計算』 
 『 ８．騒音計算総合チェック表』 
 『 ９．騒音計算印刷出力』 
 『１０．終了』 
 
からなっています。 
 
 
 
・ 屋内系騒音計算はダクト系、隔壁遮音系、設置機器系、外壁透過系およびクロストーク系
の騒音計算を総合的に計算評価出来ます。 

 
・ ［１．許容値．計算範囲の設定］、［２．受音室吸音率］はどの系の計算にも関与します。
必ずデータ入力してください。 

 
・ ダクト系、隔壁遮音系、設置機器系、外壁透過系およびクロストーク系の騒音計算は
［１．許容値．計算範囲の設定］で騒音計算を実行する系を設定します。設定されていな
いとデータ入力が出来ませんので、計算できません。計算させたい系は必ずこの部分で設
定してください。 

 
 

図図図図 3 - 8
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１．許容値．計算範囲の入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『１．許容値．計算範囲の設定』を選択した
場合［１．屋内系騒音計算 室内許容騒音設
定］（図 3-4）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
（１）受音室名称 受音室名称を入力します。 
（２）設計許容騒音 建物用途室用途リストを選択します。 
（３）ＮＣ設定ランク 建物用途室用途リストを選択して表示されたなかから選択し

ます。 
（４）騒音計算する伝搬経路 騒音計算を実行する系を設定します。 

  
・ 『終了』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）に戻ります。 

 
 
 
２．受音室吸音率の入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『２．受音室吸音率の計算』を選択した場合
［２．受音室吸音率の計算］（図 3-5）が表示
されます。吸音率の計算は詳細計算と概略計
算の２通りが用意されております。いずれか
選択してください。 
 
 
 
 
 

図図図図 3 - 9 

図図図図 3 - 10 
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2-1. 詳細計算 
 
《入力操作》 
（１）区分 
 区分をクリックするとリストが表
示されます（図 3-6）。リストのなか
から選択します。 

 
（２）面積 
 面積を入力します。 

 
 
 
 
 
 
（３）仕上げ材 
 仕上げ材をクリックするとリスト
が表示されます（図 3-7）。リストの
なかから選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・上挿入 
 
 指定したデータの前にデータを挿入す
る場合、前にデータを挿入したい No.を
選択して“上挿入”をクリックします。 
 
（図 3-8）が表示されます（例は No.2 の
前にデータを挿入）。 
 
 

図図図図 3 - 11 

図図図図 3 - 12 

図図図図 3 - 13 
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 メッセージボックスの“ＯＫ”をク
リックすると、（図 3-9）が表示されま
す。 
 
 No.2 に追加したいデータを入力しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
・下挿入 
 
 指定したデータの後にデータを挿入す
る場合、後ろにデータを挿入したい No.
を選択して“下挿入”をクリックしま
す。 
 
 図 3-10 のメッセージボックスが表示さ
れます（例は No.1 の次にデータを挿
入）。 

 
 
 
 
 
 
・ メッセージボックスの“ＯＫ”をクリッ
クすると図 3-11が表示されます。 

 
・ No.2に追加したいデータを入力します。 
 
 
 

図図図図 3 - 14 

図図図図 3 -15 

図図図図 3 - 16 
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・ 削除 
 
 削除したいデータの No.を選択し“削
除”をクリックします。（図 3-12）が表示
されます。（例では No.2 を削除しようと
しています）。 
 
 メッセージボックスの“ＯＫ”をク
リックすると指定した No.2 のデータが削
除されます。 
 
“キャンセル”をクリックすると削除作
業が中止されます。 
 
 
『終了』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）に戻ります。 

 
 
 

2-2. 概略計算 
 
 吸音率の計算方式の選択を概略計算とす
ると（図 3-13）が表示されます。 
 
 
《入力操作》 
（１）建物室用途 
 建物室用途区分をクリックすると
リストが表示されます。（図 3-14）リ
ストのなかから選択します。 

 
（２）表面積 
 幅、奥行、天井高さを入力します。 

 
・ 『キャンセル』をクリックするとこの
画面上での作業内容が保存されず、作
業前の状態となります。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒
音計算総合メニュー］（図 3-3）に戻り
ます。 

 
 

図図図図 3 - 17 

図図図図 3 - 18 

図図図図 3 - 19 
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３．ダクト系騒音計算データの入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『３．ダクト系騒音計算』を選択した場合
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）が
表示されます。 
 
［ダクト系騒音計算］は 
 
 『１．送風機発生騒音』 
 『２．ダクト系寄与係数』 
 『３．実効吹出口数・発生騒音』 
 『４．吹出口騒音チェック・必要減音量

計算』 
 『５．消音装置の設計』 
 『６．ダクト系気流騒音計算』 
 
からなっています。 

 
 
 
3-1. 送風機発生騒音入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）で
『3.1 送風機発生騒音』を選択した場合［ダ
クト系発生騒音］（図 3-16）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
（１）音源名称 音源名称を入力します。 
 
（２）計算方式 建設省方式、建築学会方式、測定値ＳＰＬ、カタログ値ＰＷＬの計算方

式が用意されています。リストのなかから選択します。 
 

図図図図 3 - 20

図図図図 3 - 21 
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3-1-1. 建設省方式 
 
 建設省方式を選択すると（図 3-17）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
リストから選択します。 

（２）風量 
風量を入力します。 

（３）静圧 
静圧を入力します。 

 
 
 

 
 
3-1-2. 建築学会方式 
 
 建築学会方式を選択すると（図 3-18）
が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 送風機形式をリストから選択し
ます。 

（２）風量 
 風量を入力します。 

（３）静圧 
 静圧を入力します。 

（４）羽根枚数 
 羽根枚数を入力します。 

（５）回転数 
 回転数を入力します。 

（６）運転効率 
 運転効率リストから選択します。 

 
 

図図図図 3 - 22 

図図図図 3 - 23 
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3-1-3. 測定値ＳＰＬ方式 
 
 測定値ＳＰＬ方式を選択すると（図 3-
19）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）測定値 
 測定した騒音値を入力します。 

（２）音源との距離 
 音源と測定点との距離を入力し
ます。 

（３）指向係数 
 音源の設置状況より判断して指
向係数を入力します。 

（４）風量 
 風量を入力します。参考データですので入力しなくても差し障りはありません。 

 
 
 
3-1-4. カタログ値ＰＷＬ方式 
 
 カタログ値ＰＷＬ方式を選択すると
（図 3-20）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）カタログ値 
 カタログなどから入手したＰＷ
Ｌを入力します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。参考データ
ですので入力しなくても差し障り
はありません。 

 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 24 

図図図図 3 - 25 
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3-2. ダクト系寄与係数入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）
で『3.2 ダクト系寄与係数』を選択した場
合［ダクト系寄与係数（受音室の給気系、
還気系、換気系）］（図 3-21）が表示されま
す。 
 
 
《入力操作》 
（１）風量 
 対象受音室に関係する給気、還
気、換気各風量を入力します。 

 
（２）ダクト系寄与係数の対象となる系 
 給気系統、還気系統、換気系統のなかから騒音計算対象の系統を選択します。 
 削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 

 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 
 

3-3. 吹出口発生騒音入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）
で『3.3 実効吹出口数・発生騒音』を選択
した場合［吹出口騒音、実効吹出口数］（図
3-22）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）開口位置指向係数 
 吹出口類の取付け位置から、開口
位置指向係数をリストのなかから選
択します。 

 
（２）受音点との距離 
 吹出口類し受音点との距離を入力します。 

 
（３）放射角 
 放射角をリストのなかから選択します。 

 
（４）吹出口個数 
 吹出口の個数を入力します。 

 
（５）限界距離内実効吹出口個数 
 限界距離内実効吹出口個数を入力します。 

 

図図図図 3 - 26 

図図図図  3 - 27 
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（６）吹出口仕様 
 吹出口の種類をリストのなかから選択し、サイズおよび風量を入力します。 

 
削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 
 

3-4. 吹出口騒音チェック・必要減音量計算 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）
で『3.4 吹出口騒音チェック・必要減音量
計算』を選択した場合［ダクト系吹出口騒
音チェック・必要減音量計算］（図 3-23）が
表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
『結果表示』をクリックすると（図 3-
24）が表示されます。 
 
『表示する内容』で吹出口騒音チェック
とダクト系必要減音量計算の選択が出来
ます。 
 
『終了』で［室内系騒音計算総合メ
ニュー］（図 3-15）に戻ります。 

 
 

図図図図  3 - 28 

図図図図 3 - 29 
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3-5. 消音装置入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）
で『3.5 消音装置の設計』を選択した場合
［ダクト系消音装置の設計］（図 3-25）が表
示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 消音装置は消音装置名称をクリックする
とリストが表示されます。（図 3-26）リスト
から選択します。 
 
消音装置の設計入力方法として 
 
 １．消音チャンバー 
 ２．内張直角エルボ 
 ３．消音エルボ（角） 
 ４．消音エルボ（丸） 
 ５．吹出口ボックス 
 ６．吸音材内貼ダクト 
 ７．建設省データ 
 ８．その他（直接入力） 
 
が用意されています。 

 
 

3-5-1. 消音チャンバー入力 
 
（図 3-26）で“消音チャンバー”を選択
した場合（図 3-27）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 チャンバー内貼り吸音材料をリ
ストのなかから選択します。 

 
（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入
力します。 

 

図図図図 3 - 30 

図図図図 3 - 31 

図図図図 3 - 32 
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（３）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズａ、ｂ、ｃを入力します。 

 
（４）音源側サイズ 
 音源側ダクトサイズ入力します。 

 
（５）出口側サイズ 
 出口側ダクトサイズ入力します。                                                        

 
（６）開口位置関係 
 リストのなかから選択します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-14）に戻ります。 
 
 
 

3-5-2. 内張直角エルボ入力 
 
（図 3-26）で“内張直角エルボ”を選択
した場合（図 3-28）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 内張直角エルボサイズを入力し
ます。 

 
 
 
 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ４．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 33 
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3-5-3. 消音エルボ（角）入力 
 
（図 3-26）で“消音エルボ（角）”を選択
した場合（図 3-29）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 消音エルボ（角）サイズを入力
します。 

 
 
 
 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 
 

3-5-4. 消音エルボ（丸）入力 
 
（図 3-26）で“消音エルボ（丸）”を選択
した場合（図 3-30）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 消音エルボ（丸）サイズを入力
します。 

 
 
 
 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 

図図図図 3 - 34 

図図図図 3 - 35 
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3-5-5. 吹出口ボックス入力 
 
（図 3-26）で“吹出口ボックス”を選択
した場合（図 3-31）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 吹出口ボックス内貼り吸音材料
をリストのなかから選択します。 

 
（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入
力します。 

 
（３）チャンバータイプ 
 チャンバータイプをリストのなかから選択します。 

 
（４）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズ C1､C2を入力します。 

 
（５）音源側サイズ 
 音源側ダクトサイズ入力します。 

 
（６）出口側サイズ 
 出口側ダクトサイズ入力します。 

 
（７）内貼チャンバー長さ 
 内貼チャンバー長さ入力します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-14）に戻ります。 
 

図図図図 3 - 36 
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3-5-6. 吸音材内貼りダクト入力 
 
（図 3-26）で“吸音材内貼りダクト”を
選択した場合（図 3-32）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 ダクト内貼り吸音材料をリスト
のなかから選択します。 

 
（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入
力します。 

 
（３）ダクトサイズ 
 ダクトサイズを入力します。 

 
（４）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズ C1、C2を入力します。 

 
（５）内貼りダクト長さ 
 内貼りダクト長さを入力します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 

3-5-7. 建設省データ入力 
 
（図 3-26）で“建設省データ”を選択し
た場合（図 3-33）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）消音装置選択 
 消音装置をリストのなかから選
択します。 

（２）個数または長さ 
 選択した消音装置に応じ、個数
または長さを入力します。 

 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 

図図図図 3 - 37

図図図図 3 - 38
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3-5-8. 直接入力データ入力 
 
（図 3-26）で“その他（直接入力）”を選
択した場合（図 3-34）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）メモ 
 消音装置名称を入力します。 

 
（２）減音値 
 減音値を入力します。 

 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 

 
3-6. ダクト系気流騒音チェック入力 
 
 詳細にダクト系の騒音チェックを行う場
合に入力します。音源側から、順をおっ
て、減音要素と騒音発生要素を入力しま
す。 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）
で『3.6 ダクト系気流騒音計算』を選択し
た場合［ダクト系気流騒音チェック入力］
（図 3-35）が表示されます。 
 
気流騒音チェック要素として 

 
 １．消音装置による減音 
 ２．風量分岐による減音 
 ３．ダンパー気流騒音 
 ４．直角エルボ気流騒音 
 ５．分岐気流騒音 
 ６．減音要素（減音値）直接入力 
 ７．騒音発生要素（ＰＷＬ値）直接入力 
 
が用意されています。 

 

図図図図 3 - 39

図図図図 3 - 40
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3-6-1. 消音装置による減音入力 
 
（図 3-35）で“消音装置による減音”を
選択した場合（図 3-36）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）消音装置の選択 
 消音装置入力で入力した消音装
置がリストとして表示されます。
このリストのなかから選択しま
す。 

 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-14）に戻ります 
 
 
 

3-6-2. 風量分岐による減音入力 
 
（図 3-35）で“風量分岐による減音”を
選択した場合（図 3-37）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）主ダクト風量 
 主ダクト（分岐前ダクト）の風
量を入力します。 

 
（２）分岐ダクト風量 
 分岐ダクト（分岐後のダクト）
の風量を入力します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 41

図図図図 3 - 42
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3-6-3. ダンパー気流騒音入力 
 
（図 3-35）で“ダンパー気流騒音”を選
択した場合（図 3-38）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダンパーサイズ 
 ダンパーサイズ（幅および高
さ）を入力します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）羽根角度 
 リストのなかから選択します。 

 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 
 

3-6-4. 直角エルボ気流騒音入力 
 
（図 3-35）で“直角エルボ気流騒音”を
選択した場合（図 3-39）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）直角エルボサイズ 
 直角エルボサイズ（幅および高
さ）を入力します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）ガイドベーン有無 
 ガイドベーンの有無を選択します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 43

図図図図 3 - 44
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3-6-5. 分岐気流騒音入力 
 
（図 3-35）で“分岐気流騒音」を選択し
た場合（図 3-40）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）分岐の形状 
 分岐の形状をリストのなかから
選択します。 

 
（２）分岐方向 
 分岐方向をリストのなかから選
択します。 

 
（３）直管側サイズ 
 直管側サイズ（幅および高さ）を入力します。 

 
（４）直管側風量 
 直管側風量を入力します。 

 
（５）枝管側サイズ 
 枝管側サイズ（幅および高さ）を入力します。 

 
（６）枝管側風量 
 枝管側風量を入力します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 45
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3-6-6. 減音要素直接入力 
 
（図 3-35）で“減音要素（減音値）直接
入力”を選択した場合（図 3-41）が表示
されます。 
 
《入力操作》 
（１）メモ 
 消音装置名称を入力します。 

 
（２）減音値 
 減音値を入力します。 

 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 
 
 
 

3-6-7.騒音発生要素直接入力 
 
（図 3-35）で“騒音発生要素（ＰＷＬ
値）直接入力”を選択した場合（図 3-
42）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）メモ 
 騒音発生装置名称を入力しま
す。 

 
（２）騒音発生値 
 騒音発生値（ＰＷＬ値）を入力
します。 

 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-15）に戻ります。 

 
 
 
 
 
 

図図図図 3 - 46

図図図図 3 - 47
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４．隔壁遮音系騒音計算データの入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『４．隔壁遮音系騒音計算』を選択した場合
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-43）
が表示されます。 
 
［隔壁遮音系騒音計算は］ 
 
 『１．音源室吸音率の計算』 
 『２．音源室発生騒音の計算』 
 『３．受音室受音点の騒音計算』 
   
からなっています。 

 
 
 
4-1. 音源室吸音率入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
43）で『4.1 音源室吸音率の計算』を選択
した場合［音源室吸音率］（図 3-44）が表
示されます。 
 
吸音率の計算は詳細計算と概略計算の２通
りが用意されております。いずれか選択し
てください。 
 
 
 
 
 
 
4-1-1. 詳細計算 
 
《入力操作》 
（１）区分 
 区分をクリックするとリストが
表示されます。（図 3-45）リスト
のなかから選択します。 

 
（２）面積 
 面積を入力します。 

図図図図 3 - 43 

図図図図 3 - 44 

図図図図 3 - 45 
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（３）仕上げ材 
 仕上げ材をクリックするとリス
トが表示されます。（図 3-46）リ
ストのなかから選択します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは 
４．受音室吸音率の入力を参照くださ
い。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒
音計算総合メニュー］（図 3-43）に戻り
ます。 
 
 
 

4-1-2. 概略計算 
 
 吸音率の計算方式の選択を概略計算と
すると（図 3-47）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）建物室用途 
 建物室用途区分をクリックする
とリストが表示されます。（図 3-
48）リストのなかから選択しま
す。 

 
（２）表面積 
 幅、奥行、天井高さを入力しま
す。 

 
 
 
『キャンセル』をクリックするとこの画
面上での作業内容が保存されず、作業前
の状態となります。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒
音計算総合メニュー］（図 3-43）に戻り
ます。 
 
 

図図図図 3 - 46 

図図図図 3 - 47 

図図図図 3 - 48 
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4-2. 音源室発生騒音入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
43）で『4.2 音源室発生騒音の計算』を選
択した場合［遮音系音源室発生騒音］（図
3-49）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）音源名称 
 音源名称を入力します。 

 
（２）計算方式 
 建設省方式、建築学会方式、測定
値ＳＰＬ、カタログ値ＰＷＬの計算
方式が用意されています。（図 3-
50）リストのなかから選択します。 

 
（３）受音室内レベル 
 音源室が拡散音場であるか否かを
選択するします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-2-1. 建設省方式 

 
建設省方式を選択すると（図 3-51）が表
示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 リストから選択します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 
 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 
 

図図図図 3 - 49 

図図図図 3 - 50 

図図図図 3 - 51 
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4-2-2. 建築学会方式 
 
建築学会方式を選択すると（図 3-52）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 送風機形式をリストから選択しま
す。 
 
（２）風量 
 風量を入力します。 
 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 
 
（４）羽根枚数 
 羽根枚数を入力します。 
 
（５）回転数 
 回転数を入力します。 
 
（６）運転効率 
 運転効率リストから選択します。 

 
 
 

4-2-3. 測定値ＳＰＬ方式 
 
測定値ＳＰＬ方式を選択すると（図 3-
53）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）測定値 
 測定した騒音値を入力します。 
 
（２）音源との距離 
 音源と測定点との距離を入力しま
す。 
 
（３）指向係数 
 音源の設置状況より判断して指向係数を
入力します。 
 
（４）風量 
 風量を入力します。参考データですので入力しなくても差し障りはありません。 

図図図図 3 - 52 

図図図図 3 - 53 
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4-2-4. カタログ値ＰＷＬ方式 
 
 カタログ値ＰＷＬ方式を選択すると
（図 3-53）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）カタログ値 
 カタログなどから入手したＰＷＬを
入力します。 
 
（２）風量 
 風量を入力します。参考データです
ので入力しなくても差し障りはありま
せん。 

 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-43）に戻ります。 
 
 
 

4-3.受音室受音点の騒音計算入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
43）で『4.3 受音室受音点の騒音計算』を選
択した場合［受音室受音点］（図 3-55）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）間仕切壁面積 
 受音室と音源室の隔壁の面積（幅、
高さ）を入力します。 
 
 
 
（２）間仕切壁透過損失 
 間仕切壁透過損失部分をクリックす
るとリスト（図 3-56）が表示されま
す。受音室と音源室の隔壁の透過損失
値(透過壁を選択することにより、透過
損失値を選択します。)をリストのなか
から選択します。 
  
 
 

図図図図 3 - 54 

図図図図 3 - 55 

図図図図 3 - 56 
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（３）受音点との距離 
 受音室と音源室の隔壁間仕切壁と受音点との距離を入力します。 
 
（４）壁施工安全率 
 受音室と音源室の隔壁間仕切壁の施工上透過しやすい部分が出来ることを考慮し、透過
損失値から差し引く数値を入力する。 

 
削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-43）に戻ります。 
 
 
 

５．設置機器系騒音計算データの入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『５．設置機器系騒音計算』を選択した場合
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-57）
が表示されます。 
 
［設置機器系騒音計算］は 
 
 『１．受音室設置機器発生騒音の計算』 
 『２．受音室受音点の騒音計算』 
   
からなっています。 

 
 
 
 
5-1. 受音室設置機器発生騒音入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-57）
で『5.1 受音室設置機器発生騒音の計算』を
選択した場合［受音室設置機器発生騒音の計
算］（図 3-58）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）音源名称  
 音源名称を入力します。 

 
 

図図図図 3 - 57

図図図図 3 - 58 
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（２）計算方式 
 建設省方式、建築学会方式、測定値
ＳＰＬ、カタログ値ＰＷＬの計算方式
が用意されています。（図 3-59）リス
トのなかから選択します。 

 
（３）受音室内レベル 
 受音室が拡散音場であるか否かを選
択する。 

 
 
 
 
 
 
5-1-1. 建設省方式 

 
 建設省方式を選択すると（図 3-60）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 リストから選択します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 
 
5-1-2. 建築学会方式 

 
 建築学会方式を選択すると（図 3-61）
が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 送風機形式をリストから選択し
ます。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 

図図図図 3 - 59 

図図図図 3 - 60 

図図図図 3 - 61 
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（４）羽根枚数 
 羽根枚数を入力します。 

 
（５）回転数 
 回転数を入力します。 

 
（６）運転効率 
 運転効率リストから選択します。 

 
5-1-3. 測定値ＳＰＬ方式 

 
 測定値ＳＰＬ方式を選択すると（図 3-
62）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）測定値 
 測定した騒音値を入力します。 

 
（２）音源との距離 
 音源と測定点との距離を入力し
ます。 

 
（３）指向係数 
 音源の設置状況より判断して指
向係数を入力します。 

 
（４）風量 
 風量を入力します。参考データですので入力しなくても差し障りはありません。 

 
5-1-4. カタログ値ＰＷＬ方式 

 
 カタログ値ＰＷＬ方式を選択すると
（図 3-63）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）カタログ値 
 カタログなどから入手したＰＷ
Ｌを入力します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。参考データ
ですので入力しなくても差し障り
はありません。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ４．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-57）に戻ります。 

図図図図 3 - 62 

図図図図 3 - 63 
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5-2.受音室受音点の騒音計算入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
57）で『5.2 受音室受音点の騒音計算』を
選択した場合［2 受音室受音点の騒音計
算］（図 3-64）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
 

(1) （１）結果表示 
 結果表示をクリックすると（図 3-
65）が表示されます。 

 
 
 
『終了』で［室内系騒音計算総合メ
ニュー］（図 3-57）に戻ります。 

 
 
 
 
 
６．外壁透過系外部騒音計算データの入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『６．外壁透過系外部騒音計算』を選択した
場合［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
66）が表示されます。 
 
［外壁透過系外部騒音計算］は 
 
 『１．屋外設置機器発生騒音の計算』 
 『２．受音室受音点の騒音計算』 
   
からなっています。 

 
 

図図図図 3 - 64 
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図図図図 3 - 66
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6-1. 屋外設置機器発生騒音入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
66）で『6.1 屋外設置機器発生騒音の計
算』を選択した場合［外部発生騒音の計
算］（図 3-67）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）音源名称 
 音源名称を入力します。 

 
（２）計算方式 
 建設省方式、建築学会方式、測定
値ＳＰＬ、カタログ値ＰＷＬの計算
方式が用意されています。（図 3-
68）リストのなかから選択します。 

 
（３）受音室内レベル 
 受音室が拡散音場であるか否かを
選択する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6-1-1. 建設省方式 

 
 建設省方式を選択すると（図 3-69）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 リストから選択します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 

図図図図 3 - 67 
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図図図図 6 - 69 
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6-1-2. 建築学会方式 
  
建築学会方式を選択すると（図 3-70）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 送風機形式をリストから選択しま
す。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 
（４）羽根枚数 
 羽根枚数を入力します。 

 
（５）回転数 
 回転数を入力します。 

 
（６）運転効率 
 運転効率リストから選択します。 

 
 

6-1-3. 測定値ＳＰＬ方式 
 
測定値ＳＰＬ方式を選択すると（図 3-
71）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）測定値 
 測定した騒音値を入力します。 

 
（２）音源との距離 
 音源と測定点との距離を入力しま
す。 

 
（３）指向係数 
 音源の設置状況より判断して指向
係数を入力します。 

 
（４）風量 
 風量を入力します。参考データですので入力しなくても差し障りはありません。 

 

図図図図 6 - 70 

図図図図 6 - 71 
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6-1-4. カタログ値ＰＷＬ方式 
 
 カタログ値ＰＷＬ方式を選択すると
（図 3-72）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）カタログ値 
 カタログなどから入手したＰＷＬ
を入力します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。参考データで
すので入力しなくても差し障りはあ
りません。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-66）に戻ります。 
 
 

6-2. 受音室受音点の騒音計算入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
66）で『6.2 受音室受音点の騒音計算』
を選択した場合［受音室受音点］（図 3-
73）が表示されます。 
 
 
《入力操作》 
（１）外壁面積 
 受音室と音源との隔壁（外壁）の
面積（幅、高さ）を入力します。 

 
 
（２）外壁透過損失 
 外壁透過損失部分をクリックする
とリスト（図 3-74）が表示されま
す。 

 
 

図図図図 6 - 72 

図図図図 3 - 73 

図図図図  3 - 74 
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受音室と音源との隔壁（外壁）の透
過損失値(外壁を選択することによ
り、透過損失値を選択します。) を
リストのなかから選択します。（図
3-75）が表示されます。 

 
（３）受音点との距離 
 受音室と音源との隔壁間仕切壁
（外壁）と受音点との距離を入力し
ます。 

 
（４）壁施工安全率 
 受音室と音源との隔壁間仕切壁（外壁）が、施工上透過しやすい部分が出来ることを
考慮し、透過損失値から差し引く数値を入力する。 

 
削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-66）に戻ります。 
 
 

 
７．クロストーク系騒音計算データの入力 

 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『７．クロストーク系外部騒音計算』を選択
した場合［室内系騒音計算総合メニュー］
（図 3-76）が表示されます。 
 
［クロストーク系騒音計算］は 
 
 『１．クロストーク音源室吸音率』 
 『２．音源室入射係数の計算』 
 『３．クロストーク分配比係数計算』 
 『４．クロストーク系寄与係数』 
 『５．実効吹出口数・放射係数の計算』 
 『６．受音点騒音チェック・必要減音量

計算』 
 『７．消音装置の設計』 
 
からなっています。 

 
 

図図図図 3 - 75 

図図図図 3 - 76
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7-1. クロストーク音源室吸音率入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
76）で『7.1 クロストーク音源室吸音率』
を選択した場合［クロストーク音源室吸音
率］（図 3-77）が表示されます。 
 
 吸音率の計算は詳細計算と概略計算の２
通りが用意されております。いずれか選択
してください。 
 
 
 
 
 
 
 
7-1-1.詳細計算 

 
《入力操作》 
（１）区分 
 区分をクリックするとリストが
表示されます。（図 3-78）リスト
のなかから選択します。 

 
（２）面積 
 面積を入力します。 

 
 
 
 
 
（３）仕上げ材 
 仕上げ材をクリックするとリス
トが表示されます。（図 3-79）リ
ストのなかから選択します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは 
２．受音室吸音率の入力を参照くださ
い。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系
騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に
戻ります。 

 
 

図図図図 3 - 77 

図図図図 3 - 78 

図図図図 3 - 79 
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7-1-2.概略計算 
 
 吸音率の計算方式の選択を概略計算と
すると（図 3-80）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
 
（１）建物室用途 
 建物室用途区分をクリックする
とリストが表示されます。（図 3-
81）リストのなかから選択しま
す。 

 
（２）表面積 
 幅、奥行、天井高さを入力しま
す。 

 
 
 
 
 
 
『キャンセル』をクリックするとこの画面上での作業内容が保存されず、作業前の状態とな
ります。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 
 

図図図図 3 - 80 

図図図図 3 - 81 
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7-2.音源室入射係数入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
76）で『7.2 音源室入射係数の計算』を
選択した場合［クロストーク音源室入射
係数の計算］（図 3-82）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）会話音 
 会音をクリックするとリストが
表示されます。（図 3-83）リスト
のなかから選択します。 

 
（２）ダクト開口 
 ダクト開口の幅、高さを入力し
ます。 

 
（３）指向係数 
 指向係数をクリックするとリス
トが表示されます。（図 3-84）リ
ストのなかから選択します。 

 
（４）音源との距離 
 音源との距離を入力します。 

 
（５）角度θ 
 音源とダクト開口面法線となす
角度θを入力します。 

 
削除、キャンセルは ２．受音室吸音率
の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒
音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻り
ます。 
 

図図図図 3 - 82 

図図図図 3 - 83 

図図図図 3 - 84 
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7-3. クロストーク分配比係数計算入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
76）で『7.3 クロストーク分配比係数計
算』を選択した場合［クロストーク分配比
係数計算］（図 3-85）が表示されます。 
 
分岐要素名称をクリックすると（図 3-86）
が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
（１）内容説明メモ 
 分岐要素の内容説明を入力しま
す。 

 
（２）風量 
 音源室から受音室に至るダクし経
路について各風量を入力します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは 
２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音
計算総合メニュー］（図 3-76）に戻りま
す。 
 
 

7-4. クロストーク系寄与係数入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
76）で『7.4 クロストーク系寄与係数』を
選択した場合［クロストーク系寄与係数(受
音室の給気系、還気系、換気系)（図 3-87）
が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）風量 
 各系統の風量を入力します。 
 
（２）対象となる系 
 クロストーク系寄与係数の対象となる
系統を選択します。 

図図図図 3 - 86 

図図図図 3 - 87 

図図図図 3 - 85 
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削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 
 

7-5. 実効吹出口数・放射係数の計算入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
76）で『7.5 実効吹出口数・放射係数の計
算』を選択した場合［クロストーク系実効
吹出口数］（図 3-88）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）指向係数 
 開口位置指向係数をリストのなか
から選択します。 

 
（２）受音点との距離 
 開口と受音点との距離を入力します。 

 
（３）放射角 
 放射角をリストのなかから選択します。 

 
（４）吹出口個数 
 吹出口の個数を入力します。 

 
（５）限界距離内実効吹出口個数 
 限界距離内にある吹出口の個数を入力します。 

 
（６）吹出口種類 
 吹出口の種類をリストのなかから選択します。 

 
（７）吹出口サイズ 
 吹出口サイズを入力します。 

 
削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 88 
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7-6. 受音点騒音チェック・必要減音量計算入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
76）で『7.6 受音点騒音チェック・必要減
音量計算』を選択した場合［クロストーク
系受音点騒音チェック・必要減音量計算］
（図 3-89）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『結果表示』をクリックすると（図 3-90）
が表示されます。 
 
 削除、キャンセルは ２．受音室吸音率
の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音
計算総合メニュー］（図 3-76）に戻りま
す。 
 
 
 
 
 
 

7-7. 消音装置の設計入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-
76）で『7.7 消音装置の設計』を選択した場
合［クロストーク消音装置の設計］（図 3-
91）が表示されます。 
 
 

図図図図 3 - 89 

図図図図 3 - 90 

図図図図 3 - 91 
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消音装置は消音装置名称をクリックするとリストが表示されます。（図 3-92）リストから選
択します。 
 
消音装置の設計入力方法として 
 
 １．消音チャンバー 
 ２．内張直角エルボ 
 ３．消音エルボ（角） 
 ４．消音エルボ（丸） 
 ５．吹出口ボックス 
 ６．吸音材内貼ダクト 
 ７．建設省データ 
 ８．その他（直接入力） 
 
が用意されています。 
 
 

7-7-1. 消音チャンバー入力 
 
（図 3-92）で“消音チャンバー”を選択
した場合（図 3-93）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 チャンバー内貼り吸音材料をリス
トのなかから選択します。 

 
（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入力
します。 

 
（３）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズａ、ｂ、ｃを入力します。 

 
（４）音源側サイズ 
 音源側ダクトサイズ入力します。 

 
（５）出口側サイズ 
 出口側ダクトサイズ入力します。 

  
（６）開口位置関係 
 リストのなかから選択します。 

 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 

図図図図 3 - 92 

図図図図 3 - 93 
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7-7-2. 内張直角エルボ入力 
 
（図 3-92）で“内張直角エルボ”を選択
した場合（図 3-94）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 内張直角エルボサイズを入力しま
す。 

 
 
 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 
 

7-7-3. 消音エルボ（角）入力 
 
（図 3-92）で“消音エルボ（角）”を選
択した場合（図 3-95）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 消音エルボ（角）サイズを入力し
ます。 

 
 
 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 

図図図図 3 - 95 

図図図図 3 - 94 
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7-7-4. 消音エルボ（丸）入力 
 
（図 3-92）で“消音エルボ（丸）”を選
択した場合（図 3-96）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 消音エルボ（丸）サイズを入力
します。 

 
 
 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 
 

7-7-5. 吹出口ボックス入力 
 
（図 3-92）で“吹出口ボックス”を選択
した場合（図 3-97）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 吹出口ボックス内貼り吸音材料
をリストのなかから選択します。 

 
（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入
力します。 

 
（３）チャンバータイプ 
 チャンバータイプをリストのなかから選択します。 

 
（４）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズ C1、C2を入力します。 

 
（５）音源側サイズ 
 音源側ダクトサイズ入力します。 

 
（６）出口側サイズ 
 出口側ダクトサイズ入力します。 

（７）内貼チャンバー長さ 
 内貼チャンバー長さ入力します。 

図図図図 3 - 96 

図図図図 3 - 97 
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上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 
 

7-7-6. 吸音材内貼りダクト入力 
 
（図 3-92）で“吸音材内貼りダクト”を
選択した場合（図 3-98）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 ダクト内貼り吸音材料をリストのなか
から選択します。 
 
（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入力しま
す。 
 
（３）ダクトサイズ 
 ダクトサイズを入力します。 
 
（４）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズ C1、C2を入力します。 
 
（５）内貼りダクト長さ 
 内貼りダクト長さを入力します。 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 98 
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7-7-7. 建設省データ入力 
 
（図 3-92）で“建設省データ”を選択し
た場合（図 3-99）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）消音装置選択 
 消音装置をリストのなかから選
択します。 

 
（２）個数または長さ 
 選択した消音装置によって個数
または長さを入力します。 

 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 
 

7-7-8. 直接入力データ入力 
 
（図 3-92）で“その他（直接入力）”を
選択した場合（図 3-100）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）メモ 
 消音装置名称を入力します。 

 
（２）減音値 
 減音値を入力します。 

 
 
 
上挿入、下挿入、削除、キャンセルは ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-76）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 99 

図図図図 3 - 100 
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８．騒音計算総合チェック表入力 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-3）で
『８．騒音計算総合チェック表』を選択した
場合［騒音計算総合チェック表］（図 3-101）
が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『結果表示』をクリックすると（図 3-102）が
表示されます。 
 
室内系騒音の総合チェックを行うことが出来
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図 3 - 101 

図図図図 3 - 102 
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Ｂ．屋外系騒音計算データの入力 
 
［Ａ．入出力選択］（図 3-1）で『２．屋外系
騒音計算データ入出力』を選択すると［室外
系騒音計算系統選択］（図 3-103）が表示され
ます。 
 
［室外系騒音計算系統選択］は 
 
 『１．新規作成』 
 『２．新規（複写）』 
 『３．新規（途中追加）』 
 『４．新規（複写＋追加）』 
 『５．更新』 
 『６．削除』 
 『７．組替』 
 『８．終了』 
 
からなっています。 

 
《入力操作》 

 
［１．新規作成］ 
新規に受音点を入力する場合 

 
「２．新規（複写）］ 
入力済み受音点を複写して新しい受
音点として追加登録する場合 

 
［３．新規（途中追加）］ 
入力済みデータの途中に新しい受音点を追加する場合 

 
［４．新規（複写+追加）］ 
入力済みデータを複写して途中に新しい受音点を追加する場合 

 
［５．更新］ 
入力済み受音点データを更新あるいは印刷などする場合 

 
［６．削除］ 
入力済み受音点データを削除する場合 

 
［７．組替］ 
複数の入力済み受音点データを並び替えする場合 

 
 

図図図図 3 - 48 

図図図図 3 - 103 
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［室外系騒音計算系統選択］の『１．新規作
成』～『５．更新』を選択した場合［室外系
騒音計算総合メニュー］（図 3-104）が表示さ
れます。 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］は 
 
 『１．許容値．計算範囲の設定』 
 『２．屋外設置機器系騒音計算』 
 『３．遮音系騒音計算』 
 『４．ガラリ系騒音計算』 
 『５．屋外系騒音計算総合チェック表』 
 『６．屋外系印刷出力』 
 『７．終了』 
 
からなっています。 

 
 屋外系騒音計算は屋外設置機器系、遮音系およびガラリ系の騒音計算を総合的に計算評価出来
ます。 
 
［１．許容値．計算範囲の設定］はどの系の計算にも関与します。必ずデータ入力してくださ
い。 
 
 屋外設置機器系、遮音系およびガラリ系の騒音計算は［１．許容値．計算範囲の設定］で騒音
計算を実行する系を設定します。設定されていないとデータ入力が出来ませんので、計算できま
せん。計算させたい系は必ずこの部分で設定してください。 
 
 

 
１．許容値．計算範囲の入力 

 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-104）
で『１．許容値．計算範囲の設定』を選択し
た場合［１．屋外系騒音計算 敷地許容騒音
設定］（図 3-105）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）敷地境界位置 
 受音点名称を入力します。 

 
（２）設計許容騒音 
 区域、時間のリストのなかから選択
します。 

 
（３）ＮＣ設定ランク 
 区間 時間のリストを選択して表示されたなかから選択します。 

 

図図図図 3 - 104
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（４）ＮＣ値補正値 
 設定された設計許容値を変更する場合に入力します。入力された数値が加算されます。 

 
（５）騒音計算する伝搬経路 
 騒音計算を実行する系を設定します。 

 
・ 『キャンセル』をクリックするとこの画面上での作業内容が保存されず、作業前の状態と
なります。 

 
・ 『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-104）に戻ります。 

 
 
 
２．屋外設置機器系騒音計算の入力 

 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-104）
で『２．屋外設置機器系騒音計算』を選択し
た場合［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
106）が表示されます。 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］は 
 
 『１．屋外設置機器発生騒音の計算』 
 『２．受音点（敷地境界）の騒音計算』 
 『３．へいの設計』 
   
からなっています。 

 
 
 
 
2-1. 屋外設置機器発生騒音の計算入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
106）で『2.1 屋外設置機器発生騒音の計
算』を選択した場合［ 屋外設置機器発生騒
音の計算］（図 3-107）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）音源名称 
 音源名称を入力します。 

 
 

図図図図 3 - 106
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（２）計算方式 
 建設省方式、建築学会方式、測定
値ＳＰＬ、カタログ値ＰＷＬの計算
方式が用意されています。（図 3-
108）リストのなかから選択します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
2-1-1. 建設省方式 

 
 建設省方式を選択すると（図 3-109）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 リストから選択します。 
（２）風量 
 風量を入力します。 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 
 
 

2-1-2. 建築学会方式 
 
 建築学会方式を選択すると（図 3-110）
が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 送風機形式をリストから選択しま
す。 
（２）風量 
 風量を入力します。 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 
（４）羽根枚数 
 羽根枚数を入力します。 
（５）回転数 
 回転数を入力します。 

 
（６）運転効率 
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 運転効率リストから選択します。 
 
 
 

2-1-3. 測定値ＳＰＬ方式 
 
 測定値ＳＰＬ方式を選択すると（図 3-
111）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）測定値 
 測定した騒音値を入力します。 
（２）音源との距離 
 音源と測定点との距離を入力しま
す。 
（３）指向係数 
 音源の設置状況より判断して指向係
数を入力します。 
（４）風量 
 風量を入力します。参考データですので入力しなくても差し障りはありません。 

 
 

2-1-4. カタログ値ＰＷＬ方式 
 
 カタログ値ＰＷＬ方式を選択すると
（図 3-112）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）カタログ値 
 カタログなどから入手したＰＷＬを
入力します。 
（２）風量 
 風量を入力します。参考データです
ので入力しなくても差し障りはありま
せん。 

 
 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率
の入力を参照ください。  

 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-106）に戻ります。 
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2-2. 受音点（敷地境界）の騒音計算入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
106）で［2.2 受音点（敷地境界）の騒音計
算］を選択した場合［受音点（敷地境界）
の騒音計算］（図 3-113）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
『結果表示』をクリックすると（図 3-114）
が表示されます。 
 
『終了』で［室外系騒音計算総合メニュー］
（図 3-106）に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

2-3. へいの設計入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
106）で［2.3 へいの設計］を選択した場合
［屋外系遮音へいの設計・受音点騒音値］
（図 3-115）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）受音点と塀の距離 
 受音点と塀の距離を入力します。 

（２）塀の高さ 
 塀の高さを入力します。 

（３）塀の透過損失 
 リストのなかから選択します。 

（４）塀による減衰量 
 リストのなかから、塀による減衰値を計算する式を選択します。 

（５）塀の施工安全率 
 隙間等を考慮し、許容騒音値から差し引く数値を入力します。 
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『結果表示』をクリックすると（図 3-116）
が表示されます。 
 
 削除、キャンセルは屋内系騒音計算 
２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計
算総合メニュー］（図 3-106）に戻ります。 
 
 
 

 
 
３．遮音系騒音計算の入力 

 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-104）
で『３．遮音系騒音計算』を選択した場合
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-117）
が表示されます。 
 
［遮音系騒音計算］は 
 
 『１．音源室吸音率の計算』 
 『２．音源室発生騒音の計算』 
 『３．受音点（敷地境界）の騒音計算』 
   
からなっています。 

 
 
 
3-1. 音源室吸音率入力 

 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
117）で『3.1 音源室吸音率の計算』を選択
した場合［音源室吸音率］（図 3-118）が表
示されます。 
 
 吸音率の計算は詳細計算と概略計算の２
通りが用意されております。いずれか選択
してください。 
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3-1-1. 詳細計算 
 
《入力操作》 
（１）区分 
 区分をクリックするとリストが
表示されます。（図 3-119）リスト
のなかから選択します。 

（２）面積 
 面積を入力します。 

（３）仕上げ材 
 仕上げ材をクリックするとリス
トが表示されます。（図 3-120）リ
ストのなかから選択します。 

 
 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは
屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入
力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音
計算総合メニュー］（図 3-117）に戻りま
す。・ 
 
 
 
 
 

 
 
 
3-1-2. 概略計算 
 
 吸音率の計算方式の選択を概略計算と
すると（図 3-121）が表示されます。 
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《入力操作》 
（１）建物室用途 
 建物室用途区分をクリックする
とリストが表示されます。（図 3-
122）リストのなかから選択しま
す。 

（２）表面積 
 幅、奥行、天井高さを入力しま
す。 

 
『キャンセル』をクリックするとこの画
面上での作業内容が保存されず、作業前
の状態となります。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音
計算総合メニュー］（図 3-117）に戻ります。 
 
 

3-2. 音源室発生騒音入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
117）で『3.2 音源室発生騒音の計算』を選
択した場合［遮音系音源室発生騒音の計算］
（図 3-123）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）音源名称 
 音源名称を入力します。 

 
（２）計算方式 
 建設省方式、建築学会方式、測定
値ＳＰＬ、カタログ値ＰＷＬの計算
方式が用意されています。（図 3-124）
リストのなかから選択します。 

 
（３）音源室内レベル 
 音源室が拡散音場であるか否かを
選択する。 
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3-2-1. 建設省方式 
 
 建設省方式を選択すると（図 3-125）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 リストから選択します。 

（２）風量 
 風量を入力します。 

（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 
 

 
 
 
3-2-2. 建築学会方式 
 
 建築学会方式を選択すると（図 3-126）
が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 送風機形式をリストから選択
します。 

（２）風量 
 風量を入力します。 

（３）静圧 
 静圧を入力します。 

（４）羽根枚数 
 羽根枚数を入力します。 

（５）回転数 
 回転数を入力します。 

（６）運転効率 
 運転効率リストから選択します。 
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3-2-3. 測定値ＳＰＬ方式 
 
 測定値ＳＰＬ方式を選択すると（図 3-
127）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）測定値 
 測定した騒音値を入力します。 

（２）音源との距離 
 音源と測定点との距離を入力し
ます。 

（３）指向係数 
 音源の設置状況より判断して指
向係数を入力します。 

（４）風量 
 風量を入力します。参考データですので入力しなくても差し障りはありません。 

 
 
 

3-2-4. カタログ値ＰＷＬ方式 
 
 カタログ値ＰＷＬ方式を選択すると
（図 3-128）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）カタログ値 
 カタログなどから入手したＰＷ
Ｌを入力します。 

（２）風量 
 風量を入力します。参考データ
ですので入力しなくても差し障り
はありません。 

 
 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-117）に戻ります。 
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3-3. 受音点（敷地境界）の騒音計算入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
117）で『3.3 受音点（敷地境界）の騒音計
算』を選択した場合［屋外系外壁透過騒音
受音点］（図 3-129）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）外壁面積 
 外壁の面積（幅、高さ）を入力し
ます。 

 
（２）外壁透過損失 
 外壁透過損失部分をクリックする
とリスト（図 3-130）が表示されま
す。外壁の透過損失値(外壁を選択す
ることにより、透過損失値を選択し
ます)をリストの中から選択します。
（図 3-131）が表示されます。 

 
（３）受音点との距離 
 外壁と受音点との距離を入力しま
す。 

 
（４）指向係数 
 リストのなかから選択します。 

 
（５）壁施工安全率 
 外壁が施工上透過しやすい部分が
出来ることを考慮し、透過損失値か
ら差し引く数値を入力する。 

 
（６）計算方法の設定 
 点音源、面音源いずれか選択しま
す。 

 
 
 
 
 
 削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室内系騒音計算総合メニュー］（図 3-117）に戻ります。 
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４．ガラリ系騒音計算の入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-104）
で『４．ガラリ系騒音計算』を選択した場合
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）
が表示されます。 
 
［ガラリ系騒音計算］は 
 
 『１．送風機発生騒音』 
 『２．ガラリ系寄与係数』 
 『３．ガラリ実効吹出口数・発生騒音』 
 『４．ガラリ騒音チェック・必要減音量

計算』 
 『５．消音装置の設計』 
 『６．ガラリ気流騒音計算』 
 
からなっています。 

 
 
4-1. 送風機発生騒音入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
132）で『4.1 送風機発生騒音』を選択した
場合［ガラリ系発生騒音］（図 3-133）が表
示されます。 
 
《入力操作》 
（１）音源名称 
 音源名称を入力します。 

 
（２）計算方式 
 建設省方式、建築学会方式、測定
値ＳＰＬ、カタログ値ＰＷＬの計算
方式が用意されています。（図 3-
134）リストのなかから選択します。 
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4-1-1. 建設省方式 
 
 建設省方式を選択すると（図 3-135）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 リストから選択します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 
 

 
4-1-2. 建築学会方式 
 
建築学会方式を選択すると（図 3-136）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）送風機形式 
 送風機形式をリストから選択し
ます。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。 

 
（３）静圧 
 静圧を入力します。 

 
（４）羽根枚数 
 羽根枚数を入力します。 

 
（５）回転数 
 回転数を入力します。 

 
（６）運転効率 
 運転効率リストから選択します。 
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4-1-3. 測定値ＳＰＬ方式 
 
 測定値ＳＰＬ方式を選択すると（図 3-
137）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）測定値 
 測定した騒音値を入力します。 

 
（２）音源との距離 
 音源と測定点との距離を入力し
ます。 

 
（３）指向係数 
 音源の設置状況より判断して指
向係数を入力します。 

 
（４）風量 
 風量を入力します。参考データですので入力しなくても差し障りはありません。 

 
 

4-1-4. カタログ値ＰＷＬ方式 
 
 カタログ値ＰＷＬ方式を選択すると
（図 3-138）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）カタログ値 
 カタログなどから入手したＰＷ
Ｌを入力します。 

 
（２）風量 
 風量を入力します。参考データ
ですので入力しなくても差し障り
はありません。 

 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
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4-2. ガラリ系寄与係数入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
132）で『4.2 ガラリ系寄与係数』を選択し
た場合［ガラリ系寄与係数］（図 3-139）が
表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）風量 
 対象となる給気ガラリ系および排
気ガラリ系各風量を入力します。 

（２）ガラリ系寄与係数の対象となる系 
 給気ガラリ系および排気ガラリ系
のなかから騒音計算対象の系統を選
択します。 

 
 削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 

 
4-3. ガラリ発生騒音入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
132）で『4.3 ガラリ実効吹出口数・発生騒
音』を選択した場合［ガラリ騒音、実効吹
出口数］（図 3-140）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）開口位置指向係数 
 吹出口類の取付け位置から、開口
位置指向係数をリストのなかから選
択します。 

（２）受音点との距離 
 吹出口類し受音点との距離を入力します。 

（３）放射角 
 放射角をリストのなかから選択します。 

（４）吹出口個数 
 ガラリの個数を入力します。 

（５）限界距離内実効吹出口個数 
 限界距離内実効吹出口（ガラリ）個数を入力します。 

（６）吹出口仕様 
 ガラリの種類をリストのなかから選択し、サイズおよび風量を入力します。 

 
 削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 

図図図図 3 - 139 

図図図図 3 - 140 
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4-4. ガラリ騒音チェック・必要減音量計算 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
132）で『4.4 ガラリ騒音チェック・必要減
音量計算』を選択した場合［ ガラリ系吹出
口騒音チェック・必要減音量計算］（図 3-
141）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
『結果表示』をクリックすると（図 
 3-142）が表示されます。 
 
『表示する内容』でガラリ類騒音チェック
とガラリ系必要減音量計算の選択が出来ま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
『終了』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 141 

図図図図 3 - 142 
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4-5.消音装置入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
132）で［4.5 消音装置の設計］を選択した
場合［ガラリ系消音装置の設計］（図 3-
143）が表示されます。 
 
 消音装置は消音装置名称をクリックする
とリストが表示されます。 
（図 3-144）リストのなかから選択します。 
 
［消音装置の設計］入力方法として 
 
 『１．消音チャンバー』 
 『２．内張直角エルボ』 
 『３．消音エルボ（角）』 
 『４．消音エルボ（丸）』 
 『５．吹出口ボックス』 
 『６．吸音材内貼ダクト』 
 『７．建設省データ』 
 『８．その他（直接入力）』 
 
が用意されています。 

 
 
 
4-5-1. 消音チャンバー入力 
 
（図 3-144）で“消音チャンバー”を選択
した場合（図 3-145）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 チャンバー内貼り吸音材料をリ
ストのなかから選択します。 

（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入
力します。 

（３）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズａ、ｂ、ｃを
入力します。 

（４）音源側サイズ 
 音源側ダクトサイズ入力しま
す。 

（５）出口側サイズ 
 出口側ダクトサイズ入力します。  

（６）開口位置関係 

図図図図 3 - 143 

図図図図 3 - 144 

図図図図 3 - 145 
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 リストのなかから選択します。 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

4-5-2. 内張直角エルボ入力 
 
（図 3-144）で“内張直角エルボ”を選択
した場合（図 3-146）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 内張直角エルボサイズを入力し
ます。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは
屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入
力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 
 

4-5-3. 消音エルボ（角）入力 
 

（図 3-144）で“消音エルボ（角）”を選択
した場合（図 3-147）が表示されます。 

 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 消音エルボ（角）サイズを入力
します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは
屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入
力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 146 

図図図図 3 - 147 
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4-5-4. 消音エルボ（丸）入力 
 
（図 3-144）で“消音エルボ（丸）”を選
択した場合（図 3-148）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダクトサイズ 
 消音エルボ（丸）サイズを入力
します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは
屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入
力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

4-5-5. 吹出口ボックス入力 
 
（図 3-144）で［吹出口ボックス］を選択
した場合（図 3-149）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 吹出口ボックス内貼り吸音材料
をリストのなかから選択します。 

（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入
力します。 

（３）チャンバータイプ 
 チャンバータイプをリストのなかから選択します。 

（４）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズ C1、C2を入力します。 

（５）音源側サイズ 
 音源側ダクトサイズ入力します。 

（６）出口側サイズ 
 出口側ダクトサイズ入力します。  

（７）内貼チャンバー長さ 
 内貼チャンバー長さ入力します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
“終了”、“キャンセル”で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 

図図図図 3 - 148 

図図図図 3 - 149 
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4-5-6. 吸音材内貼りダクト入力 
 
（図 3-144）で“吸音材内貼りダクト”を
選択した場合（図 3-150）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）吸音材料 
 ダクト内貼り吸音材料をリスト
のなかから選択します。 

（２）吸音率 
 マスター値を変更する場合は入
力します。 

（３）ダクトサイズ 
 ダクトサイズを入力します。 

（４）チャンバーサイズ 
 チャンバーサイズ C1、C2を入力します。 

（５）内貼りダクト長さ 
 内貼りダクト長さを入力します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

4-5-7. 建設省データ入力 
 
（図 3-144）で“建設省データ”を選択し
た場合（図 3-151）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）消音装置選択 
 消音装置をリストのなかから選
択します。 

（２）個数または長さ 
 選択した消音装置におうじ、個
数または長さを入力します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは
屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 150 

図図図図 3 - 151 
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4-5-8. 直接入力データ入力 
 
（図 3-144）で“その他（直接入力）”を
選択した場合（図 3-152）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）メモ 
 消音装置名称を入力します。 

（２）減音値 
 減音値を入力します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは
屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入
力を参照ください。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 
 

4-6. ガラリ系気流騒音チェック入力 
 
 詳細にガラリ系の騒音チェックをおこな
う場合に入力します。音源側から、順を
おって、減音要素と騒音発生要素を入力し
ます。 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-
132）で『4.6 ガラリ系気流騒音計算』を選
択した場合［ガラリ系気流騒音チェック入
力］（図 3-153）が表示されます。 
 
気流騒音チェック要素として 
 
 １．消音装置による減音 
 ２．風量分岐による減音 
 ３．ダンパー気流騒音 
 ４．直角エルボ気流騒音 
 ５．分岐気流騒音 
 ６．減音要素（減音値）直接入力 
 ７．騒音発生要素（ＰＷＬ値）直接入力 
 
が用意されています。 
 

図図図図 3 - 152 

図図図図 3 - 153 
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4-6-1. 消音装置による減音入力 
 
（図 3-153）で要素をクリックすると（図
3-154）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 3-154）で“消音装置による減音”を
選択した場合（図 3-155）が表示されま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
（１）消音装置の選択 
 消音装置入力で入力した消音装置がリストとして表示されます。このリストのなか
から選択します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 154 

図図図図 3 - 155 
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4-6-2. 風量分岐による減音入力 
 
（図 3-154）で“風量分岐による減音”を
選択した場合（図 3-156）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）主ダクト風量 
 主ダクト（分岐前ダクト）の風
量を入力します。 

（２）分岐ダクト風量 
 分岐ダクト（分岐後のダクト）
の風量を入力します。 

 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 
 

4-6-3. ダンパー気流騒音入力 
 
（図 3-154）で“ダンパー気流騒音”を選
択した場合（図 3-157）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）ダンパーサイズ 
 ダンパーサイズ（幅および高
さ）を入力します。 

（２）風量 
 風量を入力します。                

（３）羽根角度 
 リストのなかから選択します。           

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 156 

図図図図 3 - 157 
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4-6-4. 直角エルボ気流騒音入力 
 
（図 3-154）で“直角エルボ気流騒音”を
選択した場合（図 3-158）が表示されま
す。 
 
《入力操作》 
（１）直角エルボサイズ 
 直角エルボサイズ（幅および高
さ）を入力します。 

（２）風量 
 風量を入力します。 

（３）ガイドベーン有無 
 ガイドベーンの有無を選択しま
す。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

4-6-5. 分岐気流騒音入力 
 
（図 3-154）で“分岐気流騒音”を選択し
た場合（図 3-159）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）分岐の形状 
 分岐の形状をリストのなかから
選択します。 

（２）分岐方向 
 分岐方向をリストのなかから選
択します。 

（３）直管側サイズ 
 直管側サイズ（幅および高さ）
を入力します。 

（４）直管側風量 
 直管側風量を入力します。 

（５）枝管側サイズ 
 枝管側サイズ（幅および高さ）を入力します。 

（６）枝管側風量 
 枝管側風量を入力します。 

 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
“終了”、“キャンセル”で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 

図図図図 3 - 158 

図図図図 3 - 159 
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4-6-6.減音要素直接入力 
 
（図 3-154）で“減音要素（減音値）直接
入力”を選択した場合（図 3-160）が表示
されます。 
 
《入力操作》 
（１）メモ 
 消音装置名称を入力します。 

（２）減音値 
 減音値を入力します。 

 
 
 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 
 

4-6-7. 騒音発生要素直接入力 
 
（図 3-154）で“騒音発生要素（ＰＷＬ
値）直接入力”を選択した場合（図 3-
161）が表示されます。 
 
《入力操作》 
（１）メモ 
 騒音発生装置名称を入力しま
す。 

（２）騒音発生値 
 騒音発生値（ＰＷＬ値）を入力
します。 

 
 
 上挿入、下挿入、削除、キャンセルは屋内系騒音計算 ２．受音室吸音率の入力を参照く
ださい。 
 
『終了』、『キャンセル』で［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-132）に戻ります。 
 
 

図図図図 3 - 160 

図図図図 3 - 161 
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５．屋外系騒音計算総合チェック表の入力 
 
［室外系騒音計算総合メニュー］（図 3-104）
で『５．屋外系騒音計算総合チェック表』を
選択した場合［室外系騒音計算総合メニュー］
（図 3-162）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『結果表示』をクリックすると（図 3-163）が
表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『終了』で［室外系騒音計算総合メニュー］
（図 3-164）に戻ります。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図 3 - 162 

図図図図 3 - 163 

図図図図 3 - 164 
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第４章第４章第４章第４章 騒音計算出力騒音計算出力騒音計算出力騒音計算出力 
 
１．屋内系騒音計算出力 
 
［Ａ．入出力選択］（図 4-1）で『１．屋内系
騒音計算データ入出力』を選択すると［室内
系騒音計算系統選択物件名称（１）］（図 4-2）
が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 更新で『出力系統』を選択すると［室内系
騒音計算総合メニュー］（図 4-3）が表示され
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［室内系騒音計算総合メニュー］（図 4-3）で
『９．騒音計算印刷出力』を選択すると［室
内系騒音計算印刷範囲選択］（図 4-4）が表示
されます。 
 
 

図図図図 4 - 49 

図図図図 4 - 50 

図図図図 4 - 51 
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《入力操作》 
・印刷有無 
 出力させたい系を選択する。出力させ
たい系を印刷項目内容の印刷の有無欄に
チェックをいれます。 
 
（図 4-4 は「１．ダクト系騒音計算」の
み出力） 

 
 
 
 
 
 
 
・印刷項目内容範囲 

 
 各系の騒音計算出力範囲を選択する。
たとえば『１．ダクト系騒音計算』をク
リックすると（図 4-5）が表示されま
す。ダクト系騒音計算印刷内容で出力さ
せたい項目にチェックをいれます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（図 4-6）はすべて出力の状態に成ってい
ます。 
 
・明細出力の有無 
 発生騒音、消音装置、気流騒音の明細
出力の有無を選択する。 

 
・印刷開始 
 出力条件の設定が完了したのち『印刷
開始』をクリックすると計算書が印刷出
力されます。 
 
 

図図図図 4 - 52 

図図図図 4 - 53 

図図図図 4 - 54 
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・表紙印刷 
 表紙の設定・印刷を行なう場合『印刷
開始』をクリックすると（図 4-7）が表
示されます。 
 
『印刷』をクリックすると表紙が出力さ
れます。 

 
 
 
 
 
 
 
２．屋外系騒音計算出力 

 
［Ａ．入出力選択］（図 4-1）で『２．屋外系
騒音計算データ入出力』を選択すると［室外
系騒音計算系統選択物件名称（１）］（図 4-
8）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 更新で『出力系統』を選択すると［室外系
騒音計算総合メニュー］（図 4-9）が表示され
ます。 
 
 

図図図図 4 - 55 

図図図図 4 - 56 

図図図図 4 - 57 
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［室内系騒音計算総合メニュー］（図 4-9）で
『６．屋外系印刷出力』を選択すると［室外
系騒音計算印刷範囲選択］（図 4-10）が表示
されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《入力操作》 
・印刷有無 

 出力させたい系を選択する。出力させた
い系を印刷項目内容の印刷の有無欄に
チェックをいれます。（右図は「１．設置
機器系騒音計算」のみ出力） 

 
・印刷項目内容範囲 
 各系の騒音計算出力範囲を選択する。
たとえば『１．設置機器系騒音計算』を
クリックすると（図 4-11）が表示されま
す。 
 
 
 
 
 設置機器系騒音計算印刷内容で出力さ
せたい項目にチェックをいれます。 
（図 4- 12）はすべて出力の状態に成って
います。 
 
 

 

図図図図 4 - 58 

図図図図 4 - 59 

図図図図 4 - 60 
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・明細出力の有無 
 発生騒音、消音装置、気流騒音の明細
出力の有無を選択する。 

 
・印刷開始 
 出力条件の設定が完了したのち『印刷
開始』をクリックすると計算書が印刷出
力されます。 

 
 
 
 
 
 
 
・表紙印刷 
 表紙の設定・印刷を行なう場合『印刷
開始』をクリックすると（図 4-13）が表
示されます。 
 
『印刷』をクリックすると表紙が出力さ
れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図 4 - 61 

図図図図 4 - 62 
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第５章第５章第５章第５章    マスターデータメンテナンスマスターデータメンテナンスマスターデータメンテナンスマスターデータメンテナンス    
 
１．マスターデータの入力 
［起動メニュー］の『Ｂ．マスターデータメ
ンテナンス』を選択すると［Ｂ．マスター
データ入出力］（図 5-1）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1-1. 室内許容騒音の入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『１．室内許容騒音』を選択すると［１．室
内許容騒音］（図 5-2）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・建物 室用途名称、許容騒音値（低い、
平均および高いの３レベル）を入力しま
す。 

・『終了』で［マスターデータ入出力］（図
5-1）へ戻ります。 
 
 

図図図図 5 - 0 

図図図図 5 – 1 

図図図図 5 - 2 
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1-2. 建築材料吸音率入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『２．建築材料吸音率』を選択すると
［２．建築材料吸音率］（図 5-3）が表示さ
れます。 
 
・材料名称、吸音率を入力します。 
・『終了』で［マスターデータ入出力］（図

5-1）へ戻ります。 
 
 
 
 
 

1-3. 室平均吸音率入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『３．室平均吸音率』を選択すると［３．
室平均吸音率］（図 5-4）が表示されます。 
 
・建物 室用途、平均吸音率を入力しま
す。 

・『終了』で［マスターデータ入出力］（図
5-1）へ戻ります。 

 
 
 
 
 
 

1-4. 建築材料遮音透過損失入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『４．建築材料透過損失』を選択すると
［４．建築材料遮音透過損失］（図 5-5）が
表示されます。 
 
・材料名称、遮音透過損失値を入力しま
す。 

・『終了』で［マスターデータ入出力］（図
5-1）へ戻ります。 

 
 

図図図図 5 - 3 

図図図図 5 - 4 

図図図図 5 - 5 
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1-5. 消音装置減音量（建設省）入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『5．消音装置減音量（建設省）』を選択す
ると［6.建設省消音装置］（図 5-6）が表示
されます。 
 
・装置名称、減音量、タイプを入力しま
す。タイプは１個当たりの減音量を入力
する場合には１を、１ｍ当たりの減音量
を入力する場合には２を入力します。 

・『終了』で［マスターデータ入出力］（図
5-1）へ戻ります。 

 
 

1-6. チャンバー内貼消音材吸音率入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『6．チャンバー内貼消音材（残響室法）』
を選択すると［6．チャンバー内貼消音材
（残響室法）］（図 5-7）が表示されます。 
 
・材料名称、吸音率を入力します。 
・『終了』で［マスターデータ入出力］（図

5-1）へ戻ります。 
 
 
 
 
 

1-7. 屋外騒音規制値入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『７．屋外騒音規制値』を選択すると
［７．屋外騒音規制値］（図 5-8）が表示さ
れます。 
 
・区域 時間帯名称、屋外騒音規制値（低
い、平均、高いの３レベル）を入力しま
す。 

・『終了』で［マスターデータ入出力］（図
5-1）へ戻ります。 

 
 

図図図図 5 - 6 

図図図図 5 - 7 

図図図図 5 - 8 
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1-8. ダクト内貼消音材吸音率入力 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『８．ダクト内貼吸音材（垂直入射）』を
選択すると［8．ダクト内貼吸音材（垂直入
射）］（図 5-9）が表示されます。 
 
・材料名称、吸音率を入力します。 
・『終了』で［マスターデータ入出力］（図

5-1）へ戻ります。 
 
 

 
 
 
 
２．マスターデータの印刷 
 
［Ｂ．マスターデータ入出力］（図 5-1）で
『１１．マスターデータ印刷』を選択すると
［１１．マスターデータ印刷］（図 5-10）が
表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・印刷したい各印刷項目の“印刷有無”にチェックをつけて設定します（図 5-11 では１～６が
設定されています）。 
『印刷開始（P）』をクリックすると設定された内容が印刷出力されます。 

 
『全項目印刷有マーク』･･･････････ 全項目の“印刷有無”を有りにする場合 
『印刷有無マーク初期化』･････････ 全項目の“印刷有無”を無しにする場合 

 
 
・『終了』で［マスターデータ入出力］（図 5-1）へ戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図 5 - 9 

図図図図 5 - 10 
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第６章第６章第６章第６章    システムユーティリティーシステムユーティリティーシステムユーティリティーシステムユーティリティー    
 
１．ドライブ環境の設定 
 
 起動メニューの『Ｃ．システムユーティリ
ティー』を選択すると［Ｃ．システムユー
ティリティー］（図 6-1）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 『１．ドライブ環境設定』を選択すると
［１．ドライブ環境設定］（図 6-2）が表示
されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ プログラムおよび物件データのいずれかの
変更したい方をクリックすると、図 6-3 が
表示されます（図はプログラムを変更）。 
 

・ 変更後のドライブ、フォルダを入力しま
す。ただし、プログラムのフォルダを変更
することはできません。 

 
 
 
 
 
 

※ 物件データは「project」を最後に入力してください。 
 

図図図図 6 - 63 

図図図図 6 - 64 

図図図図 6 - 65 
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・ 物件データを変更する場合『２．物件デー
タ』をクリックします（図 6-4）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 『ﾄﾞﾗｲﾌﾞ/ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ検索』のドライブのド
ロップダウンリストをクリックすると、画
面は図 6-5のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 物件データが入っているドライブを選択し
ます（例はＢドライブを選択）。 
図 6-6が表示されます。 

 
 
 
 

図図図図 6 - 66 

図図図図 6 - 67

図図図図 6 - 68 



- 92 - 

・ 『ﾄﾞﾗｲﾌﾞ/ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ検索』のリスト
で「project」を選択します。 
図 6-7が表示されます。 

 
・ 図 で は 物 件 デ ー タ は Ｂ ド ラ イ ブ の
「¥tdc_w¥Ncr¥project」にあるデータを
使用することになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 『終了』で［Ｃ．システムユーティリ
ティー］（図 6-8）へ戻ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．印刷環境の設定 

 
［Ｃ．システムユーティリティー］（図 6-1）
で『２．印刷環境設定』を選択すると［２．
印刷環境設定］（図 6-９）が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ FONT名称、FONTサイズを選択します。 
・ 上余白、左余白を入力します。 
・ 『終了』で［Ｃ．システムユーティリティー］（図 6-1）へ戻ります。 

 
 

図図図図 6 - 69 

図図図図 6 - 70 

図図図図 6 - 71 
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